
第 3学 年 社 会科学習指導案
日 時 平ヽ成 15年  9月  3日 (水)

児 童  3年 3組  男 子 14人  女 子 13人  計 27人

指導者 宮 古市立 出 日小学校

教諭 川 上孝悦
1 単 元名

「見直そう わ たしたちのくらし」    (
2 単 元について

( 1 ) 翔 観

第3学年および第 4学 年の目標は、地域の産業や消費生活の様子、人々の健康な生活や安全を守

るための諸活動について理解できるようにし、地域社会の一員としての自覚を持つようにすること

とある。また内容は、地域の人々の生産や販売について、〇地域には生産や販売に関係す る仕事が

あり、それらは自分たちの生活を支えていること、④地域の人々の生産や販売に見 られ る仕事の

特色及び国内の他地域な どとの関わ りを見学 した り調査 した り調べ、それ らの仕事に携わつて

いる人々の工夫を考 えることとある。                 1      _
本校 としては、地域の実態に合わせ、商店などの販売に関する仕事と、生産だ関わる仕事につい

て取4上げている。学校が市の中では住宅地に位置していることから生活と結びつきの深い販売に
関わる仕事を取 り上げ、後に港湾に近い地域性を生かした生産活動 としてちくわ工場についての学

習を取り上げてぃる。

本単元では消費生活や販売について取 り上げる。子供たちの学習の中心となる買い物、いわゆる

家庭での消費活動は、時代の流れや地域の事情によってデパー ト、スーパー、コンビニ、通販など

多様化の方向にある。本校では教科書同様利用率の高 さからスーナミーマーケットを教材 として扱つ

ている。

,本単元では、子どもたちが 「消費者 としての自分」を意識 しながら学習できるように、 日常の買
い物調べから導入し、消費者の買い物の傾向とスーパーマーケットを中心とした販売の工夫に関わ

らせながら調べていく。また、消費を通した他地域 との結びつきや ブサイクルなど環境への取り組

みについても学習 していく。

第一小単元 「買い物調べをしよう」では、実際に家の人と買い物に行き、どの店で どんな買い物
をしているかを調べて、地図やグラフにまとめる。この活動を通して自分の家の買い物の傾向をと

らえるようにする。
‐ 続 く第 2小 学元 「店を調べに行こう」では、よく買い物に行く店を見学し、店の販売の工夫と貫

い物客の様子や王夫を調べ る。ここでは、買い物調べから捉えた地域の人々がよく買い物に行く店

を取 り上げて見学する。そ して、店の人と買い物客 との関わりの観祭や、買い物客へのインタビュ
ーや働く人への取材などの活動を位置づけ、店の販売の工夫を消費者 との関わりで考えられるよう
にするもまた、見学を通 して生まれる新たな課題か ら、消費生活を通 した他地域とのつなが りに富

を向けさせたり、環境保全やゴミ減量化などへの取 り組みについても注目させたりしてい く。ここ

では、子 どもたちが消費者 として自分の利便性ばか りを求めるのではなく、社会の一員 として資源
の浪費や環境破壊の防止に寄与しようとする態度も身につけさせたい。最後に、再び消費者の視点

.に立ち返り、家の人の買い物の仕方に関心を持ち、消費者が買い物をするときに品質や価格等を考

え、工夫しながら買い物をしていること捉えさせたい。

本単元の学習を通 して、子どもたちが消費生活を様々な方向から捉え、消費者 としての自分たち
の買い物の仕方を学ぶことができると考える。また、販売に携わる人たちの願いや工夫を理解させ

るとともに、地域の人々は、よりよい生活を送るために、様々な品物を工夫しながら買い物をして

いることさらに、販売を通 して人やものが他地域 とつながつていることを気付かせたい。

(2)児 童観
3年 生になり、新 しい教科の一つとして社会の学習が始まつた。子どもたちは、前単元 「見つめ

よう わ たしたちの ま ち」の学習の中で、自分たちの学校を中心に自分たちの住む地域について

学習を深めてきた。学校の屋上に上がって、高いところから見るまちの様子から課題を作 り、課題

を持って調べていくことで、予想が確かめられたり、新たな発見があつたり、学習を広げてぃった

りといった体験をしてきている。小単元 「まち た んけん」では、いくつかのグループに分かれ、

希望する地域を探検する学習をしてきている。大地図に表すことで特徴をつかみやす くなることな
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ど体験してきている。見学などの活動や、地画作りなどの作業には大変意欲的である。3年生の社
会は自分たちのくらすまちを、自分たちの足で調べて学習していくのだという関心・意欲を社会科

gこ色遜墨繰塁貴F警安ユ后亀釜暮岳岳Ъ茎筆とととと亀三君「皇讐后為啓罷亀ヌ準ぱ富な畢格
じようなことと判断すると挙手を控えて しまい、付け足したり広げたりということはなかなか習慣
化できないでいる。

買い物について、子 どもたちはスーパーマーケットの食品売 り場を家族と訪れた経験は持つてい

る。しかし、ただついて歩いているだけだったり、自分の欲 しい物だけにしか目が向いていなかっ
たりすることが多いと思われる。また、働 く人の姿も目にしているが、その仕事の意味を考えたり、
思いに触れた りすることはほとんどないはずである。一学期に児童に行つた事前調査では、「土日
など休みの日は家の人と買い物に行くこと多いですか」とい う問いに 「よく行く」あるいは 「とき
どき行 く」と答えた子は全体の3分 の2を 越えた。買い物の頻度では週に2～ 3回 くらいという回
答も全体の4分 の 3程 度を占めていた。また、ほとんど全ての家庭が買い物には車で出かけている。
お遣いに行く子は学級の半分より少ないという実態であった。

(3)指 導観について

指導に当たっては、第一小単元では普段何気なく行つている買い物について課題意識を持つて調
べ、買い物地図に表してみたり、グラフ化 したりといつた活動は、子どもたちの目を開かせる活動
になると考えられる。この活動をきつかけに 「なぜ、その店を選んでいるか」といつた問題意識を
強く持たせたい。そして、第二小単元では課題意識をしつかり持つた見学学習を組み、課題解決の
ための生の学習ができるように計画の段階で内容について吟味していきたい。ここでは、自分が一

人の買い手 (消費者)と して、商品の並べ方や表示に目を向け、主体的に 「買いやすさ」を発見で
きるようにしていきたい。また、働く人へのインタビューなどを通して、お客さんのことを考えて
働いてぃる店の人々の思いに迫るようにしていきたい。

見学学習を通して新たな課題として、「他の地域との結びつき上や 「タサイクル活動 (環境)」に
ついても順次、課題を設定し、調べ学習を行いまとめていく学習過程を行つていく。そして、単元
のまとめに陳しては消費者として、さまざまな視点から判断して利用するような姿勢を育てていき
たい。
体験的な学習や調査的な学習を多く取り入れることで、積極的に地域に働きかけ関わり合うこと

ができる子供たちに育てていきたい。また、自分たちの住むまちへの愛郷心を育てることを目指し
ていきたいと考える。

また、総合的な学習の時間のテーマ 「カレーパーティーをしよう」との関連を図り導入や発展に

役立てていきたいち「カレーパーティーをしよう」では自分たちが育てたジャガイモの売り上げを

もとに、食材を購入しカレーパーティーを開く。ジャガイモの販売 (販売のための値段決め、宣伝、
販売等々)や 他の食材の購入など、たくさんの活動の中に、本単元の学習が生かされるものと考え
る。

′ 単 元の目標
(1〕地域にある商店の販売活動に関する仕事や自分たちの消費活動に関心を持ち、商店の販売 ・集

客の工夫や消費者の買い物の工夫、消費生活を通しての他地域とのつながりについて、進んで追
求しようとする。 (関心 ・意欲 ・態度)

(2) 地 域にある商店の特色や販売の工夫、消費生活を通した他地域 とのつなが りと自分たちの生

活とのかかわ りについて考えることができる。 (社会的思考 ・判断)

(3)見 学や調査をした り、資料を読み取つたりすることを通 して、地域にある商店の販売の工夫や

消費生活を通 した他地域とのつながりについて調べた り、調べたことを工夫 して表現 したりする

ことができる。 (観察 ・資料活用の技能 ・表現)

(4)地 域にある商店では、販売や集客の工夫をしていることを理解することができるとともに、
~自

分たちの地域 は消費生活を通 して、他地域 とつながりのあることを理解することができる。

(知識 ・理解)
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4単 元指導計画と評価規率
｀
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第

一
次
　
買
い
物
調
べ
を
し
よ
う

（
４
時
『

車員

　

１

◎ O ◎買い物の仕方に関心を持ち自分
たちの家がどこで買い物をしている
か調末ようとする。   タ

(発 言 ブリント )

0「買い物調ヘカード」の使い方を
理解し、調べたことを整理辞 る。

,地域の商店で買い物をし

格艦 へヵ_ド.|

1

【つ員しW調 べの積果をもとに、
買い物地図を作り、どこで多く
買い物をしているか調べる。

◎ ◎どこで貫い物したかを調べて、貫
い物地図にまとめる。

作 品 観察)

買い物調ベカード
貫い物地図
(白地国・カラードットシー

1

③夏い物地図をもと「こ、買い物
に行った店と人数を表やグラフ'

にまとめ、どの店で多く買い物
をしているか調べる。

◎ O ◎みんなの店が買い物に使つた店
を表にまとめる。

(観 察 景言)

O買 い物で一番利用されている店
がわかる。

(観事 )

・表・グラフ
(掲示用、個人用)
・学習プリント

本
時

１

④昆い物認べを振り返りよく行
く店のよさや特徴について話し
合い、店の販売の様子や買い
物の様子について調べる学習
問題を設定する。

O ◎ ◎自分や家族が買い物に使ってい
る店のよいところ、便利なところに
ついて考える

(プ リント発言 机間巡視 )

0最 も利用しているスーパーマー

ケットを、見学計画を立て調べよう
とする言擁 持つ。

,前時作成したグラフ

てゲストティーチャー)

第
２
次
　
店
を
調
べ
に
行
こ
う
　

（，１
２
時
間

）

慮

　

２

を調べに行こう】12時 間
l①買い物客のよく集まるスー

′く―マーケットについて霞べる
計画を立てる。

◎ ◎スーパーマーケットを説べる計直
を立てようとする。

(第 言 カード 机問巡視 )

【調べ学習カード

4

②測 に在ってスーバーマー

ケットを見学し、見学したことを
発表資料にまとめる。

0 0 顕 詔を丁る人の― や、売り手
の工夫など弱べたことをまとめるこ
と力唯 る。

位 霊 カード 〕

O見学で気づいたことや、思つたことを
観最するための工夫をする。(カー的

0質 問妻 めて、お客さんや店の
人にインタピユーをする。(観察〕

・調べ学習力ニド
(ゲス博 ィーチャー)

1

∪額 を開書言いTか らミスー

パーマーケットの販売の工夫に
ついてまとめる。

◎ ◎スー′モーマーケツトの販売のエ
夫を考えることができる。  ,

( 発言 ノート )

1

り品物の住八元を記べる計画
を立てる。

◎ ◎品物がどこから言ているか【こつ
いて関心を持ち軍べる計画を立て
ようとする。

・調べ辛習カード

1

③品物や貢い物客を通して、地
域の暮らしは他地域とつながり
のあることをとらえる。

◎ ◎品物が他の地域や外国から香て
いることお`わかる。

(ノート 観察 カード )

・調べ学習カード

1

9ス ~バ ーマーケットrこぁるリ
サイクルボックスなどを調べ、・

買い物をしながら消費者ができ
ることについて考える。

◎ O ◎買い物をするとき、環境のため,こ
自分たちができることについて考え
る。

(発 言 観察 /― 卜 )

O環 境を守るための取り組みを知
る。

(観察 ノート)

・リサイクルボックス等写真
巾お店の人の話

(ゲス博 ィーテャー)

1

D家 の人の買い物のと万に関
心を持ち、買い物の工共につい
て調べる計画を立てる。

◎ ◎家の人の買い物の仕万に即Dを
持ち、買し、物の工夫について報末

る計画を立てようとする。

(発 言 ノート)

・アンケート

1

③消費者が買い物をするときに
品質や価格等を考え、工夫しな
がら買い物をしていることをとら
える。

◎ ◎上手な買い物の仕方について者
えることができる。

(発 言 ノニト)

コアンケー ト

ま

と
め

学

　

１

雪の振り返り】1時間
①学督を振り返り、スーパー

マーケットや消費者の工夫を
「買い物レポート」にまとめる。

O ◎ ◎これからの自分の生活に生かし
ていきたいこと、生かせそうなことを
考え、まとめることができる|

(振り返リカード 発表)

O生 活に進んで生かそうとする。

(発言 振り返リカード)

B振り返り(評価)カード
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本時の指導
(1)目標

思考・判断、
買い物調バの結果を振り返りtスーパーマーケットやョンビニなどよく行く店のよきについて考えることができる。

関心口言欲・態度     ｀
O最 も利用しているスーパーマーケットを、見学計画を立てて調べようとする意敬を持つ。

(2)評

A:十 分満足できる B:おおむね摘足できる Ci努 力を要する子への支援

O自 分や家族が買い物に使っ
ているネ

ーパーマーケットのよ
いところ、便利なところについて
考える

Oス ーパーマーケットの利用が
多いわけを他の店
ら考えることができる。

一パーマーケットの利用が
多いわけ(品物の多さなど〕を
考えることができる。

O自 分の利用した経験を想起
、品物の種類や数の多数

どに気づかせる。

社会的事象へのSE心口着転・態度
O最 も利用しているスーバー

マーケ井を、見学計画を立て
罰べようとする意欲を持つ。

Oネーパーマーケットの利用が
多いわけを見学して調べようと
している。また、見学したい
や事柄をもっている。

一パーマーケットの利用が
多いわけを、見学を通して罰ベ
ようとする。

O友 達の発音をもとに、簡単な
見通しを持たせ、安心盛と活動
への期待を持たせる。
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段
階 学 習 内 容 指導上の留意点・支援 (,)評 価(0) 用意する資料

つ
お、
む

摂紹強盟緊縫整響
コスーバーマーケットが多いのはなぜか

・グラフの読み取りの要素について指導する。
・グラフから読み取れることを確認し、スーパー

マーケットをよく利用しているわけを考えること
から学習問題を設定する。

'スーパーマーケットを中よいに考えや話し合い
を進めていくことを提えさせる。
る。

買い物調べ

(グラフ)

学習プリント

追
究
す
る

2予 理を立てる

安い
品物が豊富
新鮮

3スー′く―マーケットのよいところをまとめる

◇スーパーマーケット
ロ値段が安い

′

・品揃えお`豊富(選ふのが楽しい)
新ヽ鮮
=駐車場が広い

4時 々行く店のよいところを考える
◇コンピ三エンスストア
営業時間が長い
入りやすい(短い時間で買い物ができる)
ちょつとした貫い物に便利

◇専門店
そこにしかないもの。
品数。品質。

5ゲ ストティーチャーのお話を聞きなが
ら自分たちの予想を確かめたり、それ
ぞれの店のよきに気づく。

Oス ーパーマーケットのよいところ、便利になとこ

ろについて考えているか。    ‐
・予想がつかない手 (C)にrま次のような支援沖 スー パーの

|
机聞巡視をして
・品物の多きからいるいるなものを選べることに気付かせる。
想させる。

,ゲストティーチャーとして招いたクラスのお母
さんがたに、自分たちが話し合ったことを認め
ていただいたり車自分たちが気付かなかつた部
分についてお話をFFEいたりする。
・多くのお客さんに来てもらうための店の人の
工夫もあることも気付かせ次の見学計画の立

実に意欲を持たせる

同じような考えや付け足しを出させながら子供
の意見を盛んに出させたい。
,付け足しやわけをいう発言があったら称揚しほめる。
・挙乳 ている予だけでなく意国的に指名し話し合
いを膨らませる。
日(品輸えが豊富←選ふ楽しき。好みに合う。
。(安い←定価との比較、サービスポイント、タ
イムサービス、特売、等々←広告・=宣伝)
・(革一たくさん貫える、家族みんなでいける)
・子どもの発表が出にくいときには、ペアをfEんで
話し合わせる。

Eときどき利用するほについても、よく行く店のよさと
の比較のなかで、それぞれのよさを確認させたい。
,比較した発言については、その考えのよさを認める。
,利用した体験などをもとによさを考えさせ、特
に時間帯や入りやすさ注目させたい。

各写真(パネル(中))

ゲストティエチヤー

(児童のお母さん)

ま
と
め
る

6今 後の学習の見通しを知る
見学学習に向けて取り経む意欲を持つ

スーメモーマーケットを
き立てよう。

お客さんが沢山来るための店の工夫な
店の品物を売る様子
買い物をする人の様手

・今日の学習を振り返り、どんなことをお店の
人に聞いてみたいか話す。

・店の人に話を伺つたりすることから、店の人のエ
夫や働く人の気持ちにも富を向けさせていきたい。

Oス ーパーマーケットの利用が多いわけを見学
を通して調べようとしたか。
・子どもの考え、発表等を評価し、次時への意
欲を高める。
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(4)頼書計画

スーパーマーケットに買い物臣
力`多いのはどうしてだろう

スーパーマー

ケットの写真

表 廼
お 夏
決時の深題

スーパーマー

画を立てよう

したちのくらし

1い物調
(グラフ)
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